
神奈川建築コンクールについて 

１ コンクールの概要 

本コンクールは、建築文化、建築技術の向上並びに良好な市街地の形成に役立つ優れた建築物を

表彰することで、県内の建築物の質の向上を図るとともに、安全で安心、かつ人や環境にやさしい

魅力あるまちづくりを推進することを目的に、昭和 31年から実施しています。 

  審査は、住宅部門、一般建築物部門それぞれに学識経験者などからなる審査委員会を設け、「企画

力」、「設計力」、「施工力」及び「既存建築物の有効活用、環境、景観、福祉、防災、その他（情勢

を踏まえた取組等）のいずれかに対する配慮」等を総合的に判断し入賞作品の選定を行い、主催者

で構成する実行委員会で決定します。 

 

２ 審査経過 

今回は、令和４年６月１日から令和６年５月 31日までに工事が完了した建築物を対象に募集を行

い、住宅部門、一般建築物部門合わせて 60件の応募をいただきました。 

  審査委員会は、提出された書類、図面、写真で一次選考（書類審査）を行い、そこで選定した 20

件について現地審査のうえ二次選考を行い、入賞作品を選定しました。 

 応募件数 一次選考通過件数 二次選考通過件数 

住  宅  部  門 36 件 10 件 ９件 

一般建築物部門 24 件 10 件 ９件 

 

 

３ 入賞作品選評

（１） 住宅部門 審査委員：内田青蔵 

(写真：最優秀賞「CHIGASAKI HOUSE」) 

      
   
（２）一般建築物部門 審査委員：藤岡泰寛 

（写真：最優秀賞「SUPERNOVA  

KAWASAKI」（上段）及び「川崎市役所 

本庁舎」（下段）） 

 

 

茅ケ崎市の海沿いの２階建て住宅の密集する低層密集住

宅地で、子供世帯が親世帯と同居するために建て替えた

３世代住宅である。それぞれが独立した生活のできる分

離型住宅が定着しているのが現状であるが、ここでは規

模的制約もあり、定着している分離型を採らず、１階を

親世帯と姉、３階を子世帯と分け、台所と食堂の共用部

を２階に設け、しかも、各部屋は開放的で、家族の気配

が十分感じられる造りとしている。共同生活を維持して

いくことを家族に意識させる造りは、魅力的であり、そ

うした意識は地域コミュニティーへと発展していく力と

もなるように思われ、高く評価された。 

 
「SUPERNOVA KAWASAKI」は、川崎駅西口再開発用地の

遊歩道終端に建てられたライブハウスである。敷地面積

が約 1,000 ㎡と小さく線路と道路に挟まれた非整形で電

磁波等の影響もある敷地に、同時公演可能な大小２つの

ホールが収められ市民に開かれた緑地が生まれている。

建築表現として目指された土手もホールの音もどちらも

人の手で創られるものとして総合的に親しみやすい建築

となっている。 

「川崎市役所本庁舎」は、市民に親しまれてきた旧本

庁舎の跡地に建てられた都市型防災庁舎である。多摩川

の浸水被害を受けないよう中間階免震構造を採用するな

どあらゆる都市災害が想定されている。超高層建築での

自然換気導入、旧本庁舎の一部の新築復元、低層階に市

民利用可能な会議室を集約する計画上の工夫など総合的

に優れた建築となっている。

別添資料２ 



４ 神奈川建築コンクール 関係団体・審査委員一覧 

 

（１）主催者 

神奈川県   横浜市   川崎市   相模原市  横須賀市   藤沢市  鎌倉市       

厚木市    平塚市   小田原市  秦野市    茅ヶ崎市   大和市 

 

（２）協賛団体 

独立行政法人 住宅金融支援機構       一般社団法人 神奈川県建設業協会 

一般社団法人 神奈川県建築士会       一般社団法人 神奈川県建築士事務所協会 

一般社団法人 日本建築学会関東支部神奈川支所  

一般社団法人 神奈川県商工会議所連合会 

公益社団法人 日本建築家協会関東甲信越支部神奈川地域会（ＪIＡ神奈川） 

一般財団法人 神奈川県建築安全協会   

 

（３）後援団体     

神奈川新聞社    日刊建設工業新聞社    日刊建設通信新聞社    

ｔｖｋ（テレビ神奈川）    建通新聞社     日本工業経済新聞社 

      

 

（４）令和６年度 審査委員 

 

住 宅 部 門：内田 青蔵  神奈川大学 特任教授 

山口 英生  一般社団法人 神奈川県建築士事務所協会 副会長 

古賀 紀江  関東学院大学 教授 

鈴木 達也  神奈川新聞社 論説主幹 

田井 勝馬  公益社団法人 日本建築家協会関東甲信越支部 

神奈川地域会（ＪＩＡ神奈川） 幹事 

鹿島 芳泰  独立行政法人 住宅金融支援機構 地域業務第一部 

横浜センター長 

 

一般建築物部門：村島 正章  一般社団法人 神奈川県建築士会 常任理事 

藤岡 泰寛  横浜国立大学大学院 教授 

鈴木 信弘  一般社団法人 日本建築学会関東支部 神奈川支所 支所長 

古木 賢治  一般社団法人 神奈川県建設業協会 理事 

宇留間 雅彦 一般財団法人 神奈川県建築安全協会 常務理事 

長谷川 伸  一般社団法人 神奈川県商工会議所連合会 

                相模原商工会議所 専務理事  

 

 


